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1。体育　　運動による学習，人間生成

　　の体制化

　体操，遊戯，スポーツ，ダンスなどの大筋を

活澄に動かす全身運動は多適切に行なうと、健

康の保持増進，身体の成長発達に役立つのみな

らず，態度や性格の形成にもよい影響がある

と，経験的に，古くからも，信じられていた。

言いかえれば，運動を行なうことによって人間

は人間らしい生き方を学習・し，一層人間らしい

人間になるというのである。この見解はなお検

討を要する多くの細かい点を含んではいるが，

現在ではしだいにその妥当性ゲ科学的に実語さ

れるようになってきてい争（1）。運動を行なうこ

とによって人間が成長したり、学習したりする

のは自然事実なのであり，教育を未成熟な偶体

の成長を，望ましい成熟の姿にまで助成し，指

導するはたらきと定義するなら，運動には教育

的な機能が伴なうといえるのである。

　一方、運動は，行ない方が適切でないと，健

康を害ねたり，健全な発育発達を阻害したり多

好ましくない態度や性格の形成に導いたりする

ことがあるのも（2），また，　般に認められてい

る事実である。

　このような、行ない方の適，不適によって，

運動は教育的な結果をも，非教育的な結果をも

招来するという自然事実にもとついて，それに

一定の方向を与えるという形で，教育的な機能

を確実なものにしようという試み，それが体育

である。それゆえ，体育は，運動による成長や

学習の事実に着目して，これを意識的，意図的

さらには計画的に体制化していくときに成立す

る。運動を行なわない体育ということはあり得

ないが，といって，単に運動を行なうだけでは

体育とはいえない。運動が教育的な機能を果た

すように行なわれなければ体育ではない。体育

は「運動をする」あるいは「運動をさせる」こ

とが教育的な価値に結びつくのでなければなら

ないのである。

2。体育の学習（指導）内容　　運動の

　　可能的価値

　運動を行なうことにょりて実現しうる価値

は，別の観点からすれば，体育で学習，あるい

は指導すべき内容である、巨視的には体育の目

標である。

　このような価値についての具体的な見解は、

運動の機能，効果に対する認識の態度や方法，

たとえぱ単なる主観的な信念による場合，個人

的な経験に基づく場合，科学的認識による場合

などによって多少異なり，また社会的あるいは

思想的な立場の相違などによ．っても異なるの

で，過去においても一定ではなかったが，現在

でも必ずしも一定してはいない。けれども現在

では　般に，運動主体としての個人を杜会＝個

人的見地soclo－humamst1c　pomt　of　v1ew（杜

会文化の存続発展と個人の成長発達は相互に媒

介されるものであると見る）から全体的に把

え，杜会文化の存続発展の担い手としての個人

の幸福をはかるという立場から，運動によって

達成あるいは学習可能な内容Potent1aI▽a1ues

（可能的価値）＜3）として次のようなものがあげ

られ，多くの人々によって認められている。

（1）身体的発達

　⑦　器官の発達，成長1

　⑦　体力（器官力）の発達

（2）運動技能の発達，運動文化の獲得

（3）レクリェーション機能
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永　　井

値がある。そしてそれらにも教育的にすくれた

価値をもつものがあることも事実である。けれ

ども体育の内容や教材として取り上げる場合に

は何等かの形で考慮しなければならない点（主

として学習者の発達や杜会的影響に対する配慮

から）があるのも事実である。それゆえ既成の

運動文化財を1三体育の内容どして取り入れる場

合には，運動主体に対し教育的意味があるまう

に改造（創造）するなど一の配慮が当然必要にな

る（・㌧既成運動文化財と一してのスポ㍗ツやダン

又を；・．．その素まの形で1学習させ’るのは，運動主

体が生理撤こも心理晦にも社会的に毛，学習レ

うる態度になろ、てから；でないと弊害が多いで酎

ろう。

　体育では運動によづて実現可能な藷価値を顕

現してい1くこと一によって夕’杜会＝個人的見地か

ら描かれる理想的人間像との対比において，個

々人を，偶性豊が狂人間に育てようとする。そ

れゆえ体育では運動文化の発達や発展を決して

否定するのではない。∴むしろ運動文化の学習や

創造を通して人間形成が行なわれるρであるか

ら，人間を育てることと運動文化の発展とが一

致する隈りは大いに運動文化の発展を企図すべ

きである。しかし運動文化の発展が必ずしも人

間を望ましい姿に育てることに一致’しない場合

には，体育では人間を■人間らしく育て一ることを

優先的に考えなければならない。．体育の内容あ

るいは教材とし≡ての運動’（文化）もそのような1

人間育成，人間尊重の立場から選び，決定すべ

きであって，特定の運動文化群の発展の立場か

ら選ぶべきではない。

乱体育の指導過牢1．1，

　指導過程と、は教師がヅ意図的に運動主体の運

動学習を指導する遇程である。教授遇程ともい

われるが一「教授」という場合には認識にかなり

ウエイトが置かれるようなニュアンズがあるの

でクこ■こでは指導遇程という言葉を用いる。

指導遇程は，指導が学習に関連したものであ1

るよ」うに，学習過程と関連したものである。し

かし指導がな・くても一，しぜんになされる学習も

あるので、そのような学習（、あるいは学習過程）

康　　宏＾

との蘭係からいえば卦指導過程は，「学習が能

率的，効果的に行なわれる’ように，意識的、意

図的，計画的に再構成した学習過程」であると

いえよう。　　　　　．…．’．1

　したがって，指導の過程を考えるには先ず勇

しぜんに行なわれる運動によらての学習（運動

学習）■の過程を明にするこ’とが必要であろう。’

（1）運動学習の構造分析

　運動を通して学習される可能的価値には運動

技術（文化）を始め1いろいろな。ものがあること

は先に述ぺた通ケ1である。一そUてこれら，の内容

が学ばれ．る状澗ま決して単純なぎのでばない。

げれども運動を行膝う動機がどの’よう’であろう

とぺ．（例がば体をよくしたい，．■すぐれた体力を

もち、たも汀1I；・停間に入、り花いタ他人に認められた

い㌧う凄くな■り光いなどσよ’うに）’・運動する者

の直接的努カの対象ば常に運動技能であろう。一1

すなわ・ち一定のパターンの運動ができるかでき

ないか，‘いかに速く，’高く，…遠ぐ強ぐ，一回数多・

くタうまくできるか，競争やゲームで勝つこ1と

ができるかなどに直接的な注意と関心が向けら

れるであろう。なぜならば人間が行なう行動や

運動は，必ず身体を通して表現されジ技術的で

あり’■，秒れわれはζのような身体を通じて表現

された形（フォーム）や，一記録や夕技術’（技能）．・

を指標としてしか、I自分の健康状態も’体力一

も，また態度さえ■も、知ることができないから11

である。すなわち，健康も体力も態度も客観的

に表現されないと真の相をうかむこ、とはできな

いが，運動ではそれらがすべて記録や技術とし

て客観的に表現されてくる・。

　例えば体に異常があらたり｝健康でなかった

ら，運動を活濃に行なうこどや，巧みに行なうご

とができないし，体カが落ちたら運動を以前よ

り速く，あるいは高く，遠ぐ今強く，回数多く

行なうことがでぎない。．また1気力がなかった

ら能カがあっても，■競争に勝てないなどカ圭それ

である。そしてわれわれはそのような運動に表

現された技術や記録から逆に、健康や体力や態

度を推知している。それゆえ運動するものは直

接的には記録やフォーム，またそれを生み出す

技能を目指して運動せざるを得なくなるのだ。
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体育の指導過程についての一考察

そしてこのような運動技能の獲得向上の’ため

に，それに関係あるいろいろな知識が、探求さ

れて，運動や練習を通して1（実験的に）確めら

れ（学習され）たり，運動や練習によって発見

された新しい事実から新しい知識の学習がなさ

れたりする。態度も，（学習の初めにすでに何

等かの程度と形に形成されているに違いない

が）技能獲得の練習を蚤して，運動技能の一側．

面としてあるいは学習態度として，一層実践的，

現実的なものへ統合的に発達していく（8）。

　ごのように運動学習では，何らかの動機にも

とづいて、ある運動が選ばれ，それによって欲

求を充たすために必要な知識が求められ，直接

的には運動技能の獲得，向上をめざして運動

（練習）が行なわれ、それに伴って運動技能の

上達，運動文化の獲得，身体の発達、態度の形

成，知識の獲得等が，相互に密接に関連し合っ・

て，しだいに達成されていく。そして，そ’こ．で

は知識や態度が単なる知識として，傘るいは現

実的行為に無関係な態度として形成されるので

はなく、つねに運動技能（人間的な力の綜合的

あるいは象徴的表現である）の追求と表現に結

集，統一されて認識され形成されている。それ

だけに逆に言えば，特定の運動技能の獲得や上

達のみに専心していれば極めて狭い範囲の認識

や，特殊な態度や性格に．しか達し得ない場合も

ある（9）。しかし知行一体的な運動技能の学習を

深化することにょって、他では容易に達し得な

い人間性や人間関係の深い理解に達することも

可能なのである。

（2）体育学習内容の取扱い方

　しぜんに行なわれる運動学習の分析から，体

育の指導における学習内容の取扱い方を極めて

大づかみに言うなら、運動技能の指導を出発と

しまた申軸として進め、それに伴って必要な知

識，態度の指導をし，指導する内容がしぜん的

な関連のもとに全体として正しく学習され、結

果としてレクリヱーション機能を果たす（望ま

しい人間形成の一環となる）ように取扱うとい

うことであろ’う。

　体育の指導が単なる運動技能の指導，いわゆ

る「し方，やり方主義」に終わってはならないこ

とはいうまで’もない。しかし知識は，それにづ

いて最も興味や関心がある時，それにふさわし．

い内客が与えられてこそ効果的な学習がなされ

るし多態度も，強い情緒的緊張を伴う場面（危

機的な場面）でとられる自主的な行動によって

こそ最も確固としたものが形成される。体育で

学習者が最も強く関心するのは，何といっても

運動技能である。（直接的には成績や記録に関

心をも■つであろうが、次にはそれを産出するも

のとしての運動技能に関心をもつからである）。

したがって体育では多運動技能の学習の場にお

ける学習者の自主的な行動に応じつつ，知識や

態度の指導をすることが最も自然でしかも効果

的な方法であると考えられる。

　・知識の指導にしても態度の指導にしても，運

動技能の学習と切り離してそれのみを指導して

も，殆ど効果がないし、意味もないであろう。

　このことは体づく’り（身体育成）を強調する

場合でも同じことである。勿論身体育成のため

の運動や方法は，いわゆるスポ」ツー的なものよ

りも徒手体操や｝サーキットトレーニング，ウ

エイトトレーニング等，いわゆる一トレーニング

的なものが有効であることは明かである。しか

しこの場合でも，それらの方法が本当に体つく

りのために効果あるためには，個々の運動や動

作及その回数，遠度等の方法が正しく行なわれ

なければならない。この正しくということの要

請はとりもなおさず，技術（技能）を強調して

いることに他ならない。

　こ．のように，体つくり一を主眼とする場合でも

技術（運動技能）を抜きにしてはなり立ち得な

いのである。それゆえ体育で「運動による」と

いうことは実は「運動技能による」ということ

なのだと考えてよいであろう。運動技能を抜き

にしては体育は考えられない。運動技能は体育

では学ばれねばならない内容の一つであるとと

もに、体育における学習や指導のいとぐちであ

り、また，体育でねらう身体的発達，知的情緒

的発達を支える（媒介する）’機能を果す意味

で，極めて重要なものである。しかしこのこと

は，決して「体育では運動技能が絶対だ」「体

育とは運動技能を指導することなのだ」という1
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ことを意味しない。体育でねらう唯一絶対のも

のは人間の幸福であり，運動技能は身体的発達，

杜会的発達タ知的情緒的発達を媒介することに

よって人間（の幸福）を樹立することに協力す

る以外の何ものでもない。

（3〕運動技能の学習過程と指導過程

　体育の指導では、学習者がしぜんに行なう運

動学習を効果的であるように意識的，意図的，

さらには計画的に手を加え，再構成する。しか

し学習者の自主性や主体性を害なわないために

は，できるだけ、一しぜんに行なわれる運動学習

の遇程に即し、それを教育的にリファインする

こ’とが望ましい。このような点から体育の指導

遇程を運動学習の申核である運動技能の学習過

程に即して考えることは誤りではないのみなら

ず，むしろ本質的なことであろう。他の内容は

この過程に即して考えればよいのであるから。

　　般に学習は知覚的学習，運動感覚的学習，

問題解決的学習，感情，態度，鑑賞の学習など

いくつかの型に分けられ，運動技能の学習は書

字，ピアノ演秦などと同様運動感覚的学習であ

るとされている。すなわち，いろいろの知覚と

その反応としての一つ一つの筋肉運動がよく協

応するようにまとめられ，新しい場面の要求に

うまく合うよう主として反復練習によって行な

われる学習であるとされているω。たしカニに神

経一筋肉の協応が重要な意味をもつ運動技能の

学習では，反復練習による随意運動（意志行動）

の反射運動化が学習全過程の申で大きな比重を

占めることはいうまでもない。しかし，運動技

能の学習は総体的には次のような問題解決的な

学習とほぼ共通した遇程をたどることが明かに

されているω。

　熟練の形成の遇程

　①　動機

　②一試行探索（どうすればうまくなるかを考

　　えいろいろ試みてみる）

　　遇去の経験が動員される

　③原理の発見（目的にかなった動作，方法

　　が分かる。

　④練習（いわゆる反復練習）

　⑤　熟練

康　　宏

　したがって運動技能を指導する遇程としては

一応次のような過程を考えることができる。

　運動技能の指導過程

　①　提示と動機づけ

　　何を学習するかを明示（明確化）する。ま

　た何のためにそれを学習するかを理解させ，．

　動機づける。

　方法的には示範，話し合い，その他の視聴覚

　的方法を用い，充分目的意識を明確にする。

　②　試行（探索）・

　　目的を達成する方法（仮説）を実際に運動

　を行なわせつ㌧探究させる。でたらめに試み

　させるのでなく，過去の経験を動員し，最も

　目的にかなった方法はどれかとかいう意識と

　か，見通しをもって一回ごとの動作を試みさ

　せる。他と協力して行なわせる。

　③　原理の教授

　　目的にかなった動作がどうすればできるか

　を理解，認識させ動作についての正しいイメ

　ージを描くことができるようにする。

　④　練習の指導

　　原理にしたがって描いたイ．メージが，正し

　く身体的に表現できるように練習させる。

　　練習が正しく行なわれつつあるかどうかを

　相互に比較検討評価させたり，教師が観察，

　評価，矯正したりして，正しく練習が行なわ

　れるよう助ける。

　⑤　評価

　　どの程度に習熟したかを評価する。．

14）運動技能の構造と質

　運動技能の指導過程は　般的には上のようで

あるとしても，運動技能は運動（種目）によっ

てその構造的な内容及び質・量にかなりの差が

ある。

　例えば，体育の教材や学習内容として取上げ

られる運動種目は，大きくは個人的種目，対人

的種目，団体的（集団的）種目に分けることが

できるが，集団的種目はさらに球技のようなゲ

ーム形式のものとダンスのようなゲームでない

ものとに分けることができ，個人的種目も多同

時に記録を競う陸上，水上競技のようなコムペ

テイション形式のものと，競技を直接のねらい
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としないかタあるいは・しても同時にではない

（コンテスト形式）器械体操や徒手体操のよう

なものとに分けることができる。そしてこれら

の運動の技能の構造的内容を分析してみると極

めて大まかに見ても次のような差異が認められ

る。

　　　　運動技術の構造内容．

運　動　種　　目

バスケ．ツト’ポール

バルーボール
サ　　ッ　　カ・■一

野　　　　．球

ダ、∴ン　　ス

集

団

的

す　　　も　　．う

柔　　　　　道

剣　　　　　道

陸

水

器

徒

上

上

械

手

腕
競

運

体

技

技

動

操

対

人

・的

個

人

的

集団的技能

ゲー複合
ム　的

○　○

○　○

○　○

○　○

　　○

基礎
的

○

○

○

○

1個人的技能

1㌃儲合

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

基礎
的

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　　　　　　　　　　　　　　　　　（図1）

〔註〕　運動技能の分析をどの程度にするかあるいは

　した方が妥当であるかは学習者の経験や能力と相

　対的に考えないと無意味なことが多い◎ここでは

　一般的な考察の資料にしようと思ったので一応申

　学校程度を対象にして分析し，（具体的な運動種

　目cとの分析表は紙数の都合で省略）表のように

　概括した。したがってこの大きな枠組は申学以上

　の段階にも妥当するものと考えている。バスケッ

　トを例にとって説明すれぱ，個人的技能の申の基

　礎的要素技能とは，パス，キャッチ，ドリブル，

　ショットなどであり，複合的要素技能とは，走り

　ながらのパス，ドリブルからのショットなどであ

　る。集団的技能とは2人以上で共同して行なう技

　能を言い，それ自体個人的技能の複合的技能の意

　味をもつが，基礎的要素技能と複合的要素技能と

　に区別一される。一つの集団（2－5人）が行なう攻

　撃（あるいは防禦）の技能は，基礎的要素技能で

　あり，2つg集団間で行なう攻防両要素の加わっ

　た（いわばゲームの一部分のような）技能は複合的

　要素技能である。試合の技能は，これらのあらゆ

　るものを含むと共にさらに，試合運び（チェンジ

　オブペース）などの技能を含む総合的な技能であ

　り，競争形式をとるあらゆる種目に認められる。

　対人的種目や個人的種目には基礎的要素技能

や，複合的要素技能，試合の技能が含まれるに

しても、要するにそれらは個人的な技能に止ま

る。しかし集団的種目ではそのような個人的な

技能の上にさらに集団的な技能が加わってい

る。そして個人的技能と集団的技能と一ではやや

質が異なる。（後述）このような構造的な内容の

相違から技能の量に可成り・の相違がある。　．1

　さらに運動技能には質的な差異がある。般

に運動技能とは運動の動作を正確になしうる主

体的技能を言うのであり，その基礎的要因とし

て，正確，筋力，速さ，持久力、敏捷性，、’平衡

性，動カ，柔軟性、協応性，リズムなどがあげ

られている⑫。どのような運動技能も1これらの

要因の影響を受けないものはないことはいうま

でもない。けれども運動技能の中には筋カが比

較的重要な役割をもつもの，　（例えは短距離疾

走や跳躍運動；器械運動など）平衡性，協応

性、などの神経支配の巧綴性が重要な役割をも．

つもの（例えぱ球技やダンス技能などのような）

などがあり、これらぱ同じく運動技能といって

も学習効果の現われ方が異っている⑱。例えば

神経支配の学習効果は比較的早ぐ現われるが筋

力は早急には表われない。．それゆえ筋力が大き

なウエイトを占める技能の獲得や上達のために

は夕相当長期にわたる継続的な練習が必要にな

るのである。

　以上の点から，個々の運動技能の指導を先に

あげた指導過程から考えるのは妥当である＾と’し

ても夕多くの要素的技能からなる運動全体の技

能を指導する場合の遇程は茅別の（時間と内容

の順序や組合わせの）観点からさらに検討しな

ければならないであろう。

（5）単元の指導過程

　指導遇程は、　般に、単元の指導過程と一一単

位時限の指導遇程を最も普通のものとして考え

ることができる。単元の指導遇程とは，その単・

元の内容をどのように，指導、しようかというこ

とについての見通しを立てた展開過程をいい，

一単位時間の指導過程とは，単位時間じと．の授

業の展開遇程をいうこどが多い。単位時間じと

の指導は単元の展開計画によってなされるので
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あるから，単元の指導過程は単位時間ごとの指

導遇程の総和と考えられてよい。しかし順序か

らいうならば多むしろ単元の指導過程が先に考

えられ，それにもとづいて単位時間ごとの指導

過程が考えられるべきであろう。

　　般に単元の指導過程は導入タ展開，整理の

三段階に区分され，導入は学習に先立ち，学習

者の学習意欲をかき立て，心理的生理的条件を．

整え，学習態勢を準備する遇程多整理は学習の

終りに学習したことがらについてのまとめ、整

翠∴、反省をする遇程とされている㈱ゼ、三しかし導

入や整理の段階は広い意味の指導過程には入る

けれども，どちらかと言えば管理的な意味が強

い過程であるので，展開の段階こそ真の意味の

指導過程を意味するということができる。そし

てこの単元の指導過程で雫も大切なことは。内

容をどのような順序や閤連づけで学習させるか

という組合せやぞ配列の問題である。

　例えば申学一年gバスケットボールの単元を

指導する場合，個人的技能であるパスやドリブ

ル，ショットなどや集団的技能である2人対1

人，3人対2人などをいつ，どこで，指導する

か，ゲームをどのように扱うか，順序をどうす

る机苧礎（個人的技能！→応用。；條団的技

能）→ゲームとするか，ゲーム→応用→基礎と

するか㈹などの問題である。もちろん具体的な

指導過程は運動種目と年令段階の　般的発達か

ら規定される内容と学習者の具体的な発達，．経

験，能カなどの現実条件，さらに管理的条件な

ど．たよっ下決定されることはいうまでもない。

しかし　般的にはどのようにあるのが望ましい

のであろうか。

　内容の組合わせや順序については　般に，

「運動は一つの機能的全体をなしているめで，’

全体概念を与えないで，直ちに分習カニら入るの

は注入的で学習者の興味や学習意欲を無視する

ことになるめで。学習が成立しにく㌧なる㈹」

とが’「個々の部分の学習も常に全体との関連及

び相互の関係を認識させ，一定の文脈の上で練

習させない’と無駄が多くて効果がない．ば■か一り

か，時々には正しい技能や他の技能の習得のた

めの妨害になることすらφる。それゆえ，原則

として全習（全体技能の練習）から入り，その

康・宏

補足的なものとして必要に応じて分習（要素的

技能め練習）を組合わせ，結局は全習に結合ず

るのが最もよい方法であろう㈹」という原則が

適用される。

　しかしながら、個人的種目や対人的種目では

比較的短時間で全習を行なうことができる一筋

力が大きなウエイトを占吟喬教能の質から。．デ

単位時間内の練習やその効果がおのづから制隈

されることはあるかも知れないが一ので，毎単

位時間でも，全畜→分習→全習の取扱いが可能

であるが，団体的種目（殊に球技）では全習（ゲ

ームを練習する）、に可成りの時間を要する上

に・指導す、き技能の量が多いので・この原則

を具体的にどのように適用するか，また指導の

ハ由序をどのようにするかを決定することは，可

成り困難な問題である。

　けれども先に述べたように技能の構造内容が

違う点から，指導遇程は少くとも個人的種目と

団体的種目（別の言い方をすれば，比較的簡単

な技能構造をもつ運動種目と複雑な技能構造を

もつ運動種目）とでは，別個に考えた方がよい

ように思われる。このこと．は運動技能の内容カ芋

局度に分化してくる年令段階，経験，能力の進

んた段階になれはなる程必要になるが，　般に

技能水準ダ上がれば上るほど必然的に要請され

てくる二それゆえ，単元の指導過程は（必要な

時間は具体的な内容と相関的に決定しなけれ

ばならないのでここでは正確に考えてはいない

が）結論的には次のように考えてよいであろう。

（斗）寸個人的種目

導入　　展　　　　　開　　整理
I　　　　　皿　　　　　皿

全　習
要素的技能の分習

全　　　　　習
全習

（2）団体的種目

（図2）

、■■　　　　H　I　1　1■，一1一■L－r■■I

導入
．∴展 開

整理
1l 皿 I 皿 lw

全
習

個人的技能の分習

個人的技能の丑集

集団的技能の分習

全
習全

習1　1全

習

（図3）
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　個人的種目の指導過程は図2のようにI　II

IIIの三つの段階に分けられるが，全体と，して

は比較的単純で，形の上では反復練習の感が強

いものになる。

　団体的種目の指導過程は図3のように四つの

段階に分けられ（個人的種目と共通の過程をと

る段階（I，II）もあるが）全体としては，可成り

複雑な過程になる。球技（バスケットボ｛ル）

の場合を例にとって説明すると

第1段階全習

　球技の技能とは結局ゲームの技能である。学

習者に自分達が学習しようと思うゲームの技能

（運体全体）がどのようなものであるかについ

て理解，認識させ，学習（練習）について見通

しをもたせる。

①ゲームについて知らせる。

　全体概念の把えさせ方には視聴覚的な方脚亨

よる場合と，実際に体験させ，筋肉的なものあ

るいは身体を通して把えさせる方法とがある。

認識は単に知的な方法によるだけでも，単に実

践によるだけでも効果は少なく，両者が相互に

作用しあって認識が深化するので両方法とも必

要なことは言うまでもない。けれども第一に必

要なことは行なおうとすることがどんなことで

あるかを知らせることであるので、先ず実際の

ゲームを見学させたり，フイルムを見せたり，

ゲームやその基礎になる歴史やルールについて

説明したりしてゲームを理解させる。

　〔註〕導入の段階で行なうこともある。また学習者

　　が大体理解している場合には簡単に認識を整理

　　するだけに留める。

②　ゲームを行なわせる。

　ゲーム（技能）がどのようなものであるかを

筋肉あるいは身体を通して把握させる。

　ルールは最も基本的（本質的）な必要最小限

のものを協定し適用する。事前にごく簡単にボ

ールのキャッチの仕方等を練習させる必要が生

じることもあるが，狂ぢべく早くゲームを経験

させ，ゲームを理解させ認識させる。

第1I段階分習一全習

　ゲームとの関連において個人的基礎的要素技

能や複合的要素技能を指導する。

　パス，シュート，ドリフル等の基礎的要素技

能や走りながらのパス，ドリブルからのショーツ

ト等の複合的要素技能はゲームがうまく行なわ

れるために指導（学習）さるべきである。にも

かかわらず，これらの技能が抽出され独立して

扱われると、学習者は，既成の観念にとらわれ

て，ゲームとの関連を失った，　（ゲーム場面で

役に立たない）技能を形成しやすい。それゆえ

たえずゲームとの関連（防禦者の存在やタイミ

ングなど）を意識して練習させると共に多ゲー

ム事態で練習させるとか、実用的か否かを検証

する機会（ゲーム）を与える。また指導の順序

もパス（基礎的要素技能）を例にとれぱ

①　ガードなしで其の場で基本的なパスを行な

　わせる。

②　その場でガードをつけて行なわせる。　（2

　対1，3対2，5対4）

③　移動しつつ、パスゲームを行なわせる。

　（3対3，4対4，5対5）などのように進
　め，独立したパス自体の完成よりもゲーム事

　態におけるパスの意識のもとにパスの技能を

　学習ざせるようにする。

第III段階第　次分習（個人的技能）一第二次

　分習（集団的技能）一全習（ゲーム）

　ゲームとの関連において集団的技能を中心的

に指導し，それとの関連において個人的技能を

洗練させる。

　球技においては単なる「全体一部分」の関係

では把握できない「ゲーム　集団的技能（部分

あるいは第二次全体）一個人的技能（第二次部

分あるいは部分）といった関係が成立してい

る。すなわち、いくらイ固人的技能が上手くなっ

ても必ずしもゲームがうまくなるとは限らな

い。ゲームがうまくなるためには集団的技能

（相手や味方の状況を素早くとら一えて、自已の

在り方を規定し，その通り実行する協力的な能

カ）が習得されなければならない。集団的技能

は，個人的技能がある程度習得されていなけれ

ば学習は困難である。いいかえれば個人的技能

が基礎になっている。

　しかし両者は全く異質のもので個人的技能が

いくらうまくなっても必ずしも集団技能がそれ
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に伴ってうまくなるとは隈らない。集団的技能

は集団的技能として集団活動を通じてしか，習

得できない。したがって集団的技能も個人的技

能と同臨．ゲームとの露連を明確宇こ意識する辛

う指導すると共に，たえずゲームで実用性を検

証させ，本来の意味を失わせないようにする。

また個人的技能はゲームの基礎でもあるが，集

団的技能の基礎でもあり，真に正しい学習は，

ゲームや集団的技能に対する認識の深まりによ

ってなされるから，第二段階において一応指導

した後も，折にふれ練習洗練させる必要があ

る。

　個人的技能と集団的技能とどちらを先に指導

するかという順序については，認識のさせ方は

（ゲーム→個人的技能）もしくは、　（ゲーム→

集団的技能→個人的技能）のように下行的でな

ければならないが、技能はある程度積み上げを

必要とするし、学習者の技能に対する意識も集

団的技能に対するよりも個人的技能に対するも

のが先行するので，技能の練習は（個人的技能

→集団的技能→ゲーム）・の上行的な方向で行な

わせるべきであろう。たとえ最初から集団的分

あるいは複合的技能を目指しても個人的なそし

て基礎的な技能がある程度習得されていない

と夕良い加滅なものになってしまうであろう。

第IV段階　ゲームを指導する。

　技能の進歩に伴なうルールの設定のし方，策

戦の立て方ヲチームワーク沙ヂェンジ才ブペー

スなどについて実際のゲームを通して指導す

る。

　要するに技能の指導過程で大切なことは，運

動全体に対する認識と，個々の神経一筋肉反応

の形成とをどのようにして結びつけるかという

ことであろう。全習が短時間で可能なものは，

運動全体に対する認識が容易であるのでそれ

と夕個々の神経筋肉反応の形成とがズレなく行

なわれ易い。しかし球技のように全体概念の把

握が容易でなく，しかもそれが能カや経験を増

すにつれて変化（深化）していく種目ではタ経

験や能力の低い学習者ほど、運動全体に対する

認識と個々の神経筋肉反応の形成のための練習

とが結びつきかねるからである。
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　それゆえ球技ではなるべく早い時期にゲーム

を行なわせて，早く全体概念を把えさせ，それ

にもとづいて個人的技熊を学習させ。そ㍗苧再

びゲ丁ムで検華㌃案用レて認識を深めると共に

ゲーム自体の認識をも深め，それにもとづいて

また個人的技能や集団技能を学習さ苛多ゲーム

で検証させ，それによって一層認識を深めると

いうようにゲームに対する認識の深化と，個人

的技能や集団的技能に対する意識と神経筋肉反

応の形成とが相互媒介的になされるようにする

ことが必要であり、このことが球技の指導過程

で最も大切なことであろう。

　個々の技能（神経筋肉反応）はその部分をと

り出して，分習するのが最も効果的であること

はいうまでもない。しかしそれが必要であり多

どのようにすることが望二ましいかを感じとる程

にゲーム自体に対する認識の深まりがない場合

には，その分習はゲームにとっては無意味なも

のに終わってしまう可能性が多い。一方ゲーム

に対する認識は結局，ゲームを見たり行なった

りする以外には深化の方法はない。したがって

一回cとの時間は多くなくてもよいから、でき

得れは毎時間でもゲームを行なわせるべきであ

ろう。パス，　ドリブル，シュート，フットワー

クなどの要素的技能の指導が終わってから、は

じめてゲームを行なわせ，一単元15時間の中

でゲームは終わりの3時間しか行なわせないと

いうような球技の指導遇程は分体育の指導とし

ては望ましくないであろう。

対人的種目については，技能的発達（技能分化）

の程度が低い段階の学習者に対しては個人的種

目に準じ，高い段階の学習者に対しては団体的

種目に準じて単元の指導遇程を考えれぱよいで

あろう。

（6）一単位時限の指導過程

　一単位時限の指導遇程も最も普通には単元の

指導過程と同様，導入，展開夕整理の三つの段

階に分けられる。しかしながら導入及整理の段

階は管理的な意味が強い。郷えば導入の段階で

の主な内容は⑱，方法は別として，

①その時問の学習の目あて多学習のし方など

　について理解させ多、その時間の学習の見とお
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　　しをもたせ学習意欲を喚起する。

②　その時間の学習の生理的心理的準備（準備

　運動）をさせ・る。

の二つであるざ・去た整理の段階σ主な内容は次

のようなものであるよ佃

①　生理的心理的調整

②　その時間の学習活動を反省させたり，一整理

　させたりして次の時間の学習の計画をさせ

　る。

　したがって本当の意味の指導過程の問題は展

開の段階の取扱いにある。そして単位時間の展

開の段階で取扱う内容は単元の指導過程（広

義），すなわち導入の段階であるか、一展開め段

階であるか，整理の段階であるかによって，凡

そ内容が決定されているので，単位時間の指導

過程（展開の段階）もこれに応じて変ることに

なる。しかし単元の導入の段階や整理の段階の

指導過程はあまり問題はない。例えば単元の導

入や整理の段階では，つねヒ次のような内容が

含まれるからである。

　導入の段階⑳

①　単元の内容と学習計画について説明し見通

　しをもたせる。

②　グループ編成の係の決定

③　学習に必要な事項の打合わせ

　I整理の段階⑳

①　運動を通してのまとめ，グループ対抗の試

　合，競技会（記録会），発表会（見合う）

②話しあいによる反省，記録の整理

　結局単元の展開の段階の指導遇程だけが問題

になるが、ここでも団体的種目か個人的種目か

により，また団体種目でも球技（競争を伴う）

かダンス（競争を伴わない）かにより指導過程

は多少異なる。しかし最も複雑な遇程を必要と

するものは球技であり，しかもその第IU段階

であろう。しかし第I1段階は個人的種目とも共

通する点が多いので，ここでは球技（単元）の

展開の第II段階及第III段階に当るそれぞれ一

単位時間の指導過程について述べることにす

る。

lA〕第U段階（個人的技能あるいは基礎的技能

　を指導する段階）の指導過程

　結論から先に言えば，指導する技能（個人的

あるいは基礎的）の数に応じて多　（提示一試行

一原理の教授一練習指導）のサイクル過程を繰

返・し∴最後にゲニ五を行なわせるとい＝うこと七

ある。したがって指導する個人的（基礎的）技

能がユつの場合には次のようになる。

導入1展　　　　　開 整理

’

提示 試行 原理 練習，指導 ゲーム

教授 観察ノ矯正， 実用性の実

評価 証

認識の深化

整理

　　　　　　　　　　　　　　　　　（図4）

　指導する技能の数が多い場合は、その数に応

じて（提示→練習指導）のサイ・クルが繰返され

るξ時間がかかるので，提示と原理の教授が続

いて行なわれ，試行と練習指導が同時に行なわ

れる短いサイクルで繰返されることもある。し

か二しこの場合は教師申心の一斉指導になり易い

ので。全部をこのように扱うこどは望まレいこ

と、ではない♂

　基礎的要素技能の学習は，1どこまでやったら

よいというそれ自体の到達目標が設定出来るも

のではなく，結局はゲームの技能と相対的に判

断する以外には目途のつけようがない。したが

らて最初は正しい要領（指導者の経験で判定す

る）が大体会得されたらよしとし，一時に余り

時間をかけるよりも短時間ずつでも多くの機会

（新しい技能の学習に入る前など）に練習さ

せ，ゲrムに対する認識の深まりを背景に洗練

するようにする。．

　ゲームはその時間に学習した技能の実用と正

しさの検証，認識の深化及びゲーム白体に対す

る体験と認識の深化を意図して行なわせる。し・

たがって場合によっては趣旨に沿う他のリード

アップゲームに代えられてもさしつかえない。

lB）第I工I段階（集団的技能を指導する段階）

　の指導過程

　本質的にはlAlと変りはない。唯扱われる内容

が　①個人的技能　②集団的技能一③ゲームーの

三つが含まれるので，重点の置き方や順序が問
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は題になる。結論的に次の通りである。

永　　井

導入 展 開 1整理

個木錬能 集1団卒、能・ トム
練
習
指
導

提
示

‘
．
試
行

原
理
教
授

練
習
指
導

検
認
の
　
深
証
識
化

■

整理

　　　　　　　　　　　　　　　　　（図5）

　指導の重点はもちろん集団的技能に置く。扱

う技能の数は1つに隈るわけではないが，集団

的技能は学習にかなりの時間を要するので，実

際には多くを扱うことは困難であろう。要する

に扱う技能の数ほど技能指導のサイクルを繰返

し、ゲームで実用を検証し，また，ゲームやゲ

ームと要素技能との関連についての認識を深め

ることはlAlと同じである。

　指導する順序は個人的技能→集団的技能→ゲ

ームで、個人的技能は既修のもので，この時間

に指導する集団的技能で特に必要な要素（補助

的）となるもの2－3をとり上げ、ごく単時間

復習をかねて技術的な演錬をはかるのである。

　あとがき

　体育は身体を通しての教育であるとか身体活

動による人間形成であるとかいっているが，現

実に体育教師がしていることは運動技術（スボ

ーツ技術）の訓練だけではないか，技術主義で

はないかという批判を耳にする時，その批判の

妥当性を一面では目定しつつも，他の一面では

自己の経験から，また他の多くの人の経験を見

たり，聞いたりして，運動による人間形成を実

感をもって肯定するというのが私のいつわりの

ない気持であった。そして一体このような批判

や実感のわく根拠は何処にあるのたろうか，叉

本当に運動を通して人間形成をするためには具

体的な一時間一時間の体育の授業の指導は一体

どのようにしたらよいだろうか，あるいはすべ

きだろうか、という長い間の素朴な，しかし自

分では本質的だと考えている疑間に対する、現

在の段階の茅極めて粗雑ではあるが；いつわり

のない回答がこの小論である。

　そしてここで体育は至運動を通して行なう以

康　　宏

上，運動技術（技能）あるいは運動文化の獲得

と追究の遇程を無視することはできない。否非

常に重視Lなければな’ら外いろ／、ξな批判

の生ずるδ坤動飾宇購するこ’と自紅問
題はなくて，むしろその運動技術（運動文化）．

がどのような種類のものであり，またそれがど

のような意図や立場から．選ばれるかというζと

及びどのようにして学習させられるかという指

導方法にあるのだと，いったつもりである。

　そして一時間一時間の指導がどのような構想

の下に行なわるべきかということについて多少

を明にしたつもりである。しかしながら指導遇

程は主として私の経験にもとづいたもので厳密

な意味の実証的研究の過程を経ていない，いわ

ば仮説のようなものである。また非常に密接な

関係のある指導形態についてはあまりふれてい

ないが，助合いによる白主的学習の指導でなけ

ればならないことは暗示したつもりである。御

叱正をお願いする次第である。

　　　　　　　参　考　文　献

（1）小林晃夫　スポーツによる精神的変化

　　　　　　「体育の科学」ユ2号，ユ96ユ．

　藤江学等　幼児の運動能力と人柄

　　　　　　「体育の科学」12号，1961．

（2）小林晃夫　前掲書

（3）ALasal1e　0脇∂〃κθoゾ0〃〃脇肋o〃ψ

　　　　　　　R且佐々木石田訳，遣蓬書院，
　　　　　　　昭26．

（・）鋼嘉讐rソ連の体育とスポーツ」大修雫・昭…

　　G．D．バトラー「レクリェーション総説」
（5）三陶達郎訳　べ一スボールマ＿ガジン杜昭37．

　　C．んBacher：Fα棚∂o〃o弼ψクカツ8ξ602

　　　　　　　　励肌肋0拠　江橋慎四郎訳，体育
　　　　　　　　の科学杜，昭37．

（6）生活科学調査会「スポーソの杜会学」　医師薬串

　　　　　　版，昭37．

（7）申村敏雄　「水泳の技術指導の問題点」体育グル

　　　　　　ーフ⑪，17号，学校体育研究同志会．

（8）（9）小林晃夫　前掲書

（1Φ松田岩男　「学習指導の問題」保健体育学講座Y，

　　　　　　昭36．

ω曝灘篇欝畔第・巻
一103一



体育の指導過程についての一考察

⑫松田岩男　「運動機能の分析」

㈹　松井三雄　「体育心理学」p．141，杏林書院，昭27．

⑭．文部省「申学校保健体育指導書」p．280．

⑯　小林亮二「球技技能の把え方とその指導」「第ユα一

　　　　　　　次日教組教研究大会報告書」　1961．’

⑯㈹松井三雄編「スポーツの心理学」p．143．同文書

　　　　　　　院．

⑱（1螂⑫D宇上正彦　グループ学習の指導　「体育の科

　　　　　　　学」ユ96L10号．p．495，498，496，

　　　　　　　498．

竹之下休蔵

前川江橋等

竜野　準一

林　　慶介

城丸　章夫
正木　健雄

W．オコン

〔その他の参考文献〕

体育の教授過程と問題点「体育教育」

1962，6号。

体育科教育「杏林書劇屈孤

体育科の学習過程についての一試案

「体育の科学」196152号。

「体育科における指導過程の考察」1963

「体育の授業研究」明治図書，1961．
「日教組12次研究全国県会報告書」

細谷、大橋沢　「教授過程」明治図書，

1959．

　　　　（昭和38年9月5日受付）

一104一


